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高山である。このような高山に日食観測のために短時間滞在するのは非常に危険である。

十分な高地順応の時間をかけて登山しなければならないはずだ。メキシコ側の強力な協力

で実行されたようだが、高山病に悩まされた記録を磯部は「太陽の環の名時に挑む」とい

う本に詳細に書き残している。この本にはこのメキシコ日食観測の苦労話が詳細に書かれ

ている。写真 3、写真 4葉磯部が残した現場の写真である。 

今回発見された偏光撮像装置についての研究成果発表の文献はまだ見つかっていない。 

 

これらアーカイブ新聞の記事にお気づきのことがあれば、編集者中桐にご連絡いただけ

れば幸いです。中桐のメールアドレスは、arcnaoj@pub.mtk.nao.ac.jp 


